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勅
撰
集
の
死

1 

「
古
今
集
』の
在
原
業
平
母
の
歌
(
『
伊
勢
物
語
』
の
歌
と
し
て
も
名
高
い
)
に
、

老
い
ぬ
れ
ば
さ
ら
ぬ
別
も
あ
り
と
い
へ
ば
い
よ
い
よ
見
ま
く
ほ
し
き
君
か
な

と
あ
る
ご
と
く
、
あ
る
い
は
、
同
じ
く
「
古
今
集
』

の
在
原
業
平
の
歌
(
同
じ
く
『
伊
勢
物
語
』

つ
ひ
に
ゆ
く
道
と
は
か
ね
て
聞
き
し
か
ど
昨
日
今
日
と
は
思
は
ざ
り
し
を
(
哀
傷

中
島

正

(
雑
上
九
O
O
)

の
歌
と
し
て
も
名
高
い
)
に
、

八
六
二

と
あ
る
ご
と
く
、
死
は
、
「
さ
ら
ぬ
」
す
な
わ
ち
避
け
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
「
つ
ひ
に
ゆ
く
道
」
で
あ
る
。
所
詮
、
「
長
期
に
み
れ
ば
、

人
は
み
な
死
ん
で
い
る
」
の
で
あ
る
。
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『
古
今
集
』
仮
名
序
に
い
う
ご
と
く
、
和
歌
が
「
人
の
こ
こ
ろ
を
た
ね
」
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て
、
人
は
「
こ
と
わ
ざ
し
げ
き
も
の
」

で
「
心
に
お
も
ふ
こ
と
を
見
る
も
の
き
く
も
の
に
つ
け
て
、
(
歌
を
)
い
ひ
い
だ
せ
る
」
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
さ
ら
に
は
、
か
つ
て
時
枝
誠

記
氏
が
「
和
歌
生
活
」
と
呼
ん
だ
ご
と
く
、
和
歌
が
古
代
、
中
世
に
お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
い
し
は
社
交
の
具
と
い
う
機
能
を
有

し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
死
に
関
す
る
様
々
な
思
い
、
す
な
わ
ち
悲
嘆
や
死
者
へ
の
追
慕
、
遺
族
に
対
す
る
弔
意
な
ど
が
歌
の
主
題
あ
る
い

は
作
歌
の
目
的
と
な
る
の
は
き
わ
め
て
当
然
で
あ
る
。
勅
撰
集
に
お
い
て
も
、
『
古
今
集
』
か
ら
最
後
の
『
新
続
古
今
集
』
に
い
た
る
ま
で
、

死
に
関
す
る
歌
を
全
く
載
録
し
て
い
な
い
も
の
は
な
い
。

一
方
で
、
死
を
ケ
ガ
レ
と
す
る
観
念
が
古
来
存
在
し
た
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
天
皇
の
御
代
の
領
歌
と
も
い
え

る
勅
撰
集
に
ケ
ガ
レ
で
あ
る
死
を
載
せ
る
こ
と
は
、
理
論
的
に
は
問
題
と
な
り
え
た
は
ず
で
あ
る
。
実
際
、
晴
れ
の
場
で
あ
る
歌
合
の
題
詠

し
か
し
、

に
お
い
て
、
抽
象
的
な
無
常
(
人
の
死
一
般
)
を
詠
む
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
具
体
的
な
死
を
題
と
し
た
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
と
い
っ

て
よ
い
だ
ろ
う
。

例
外
的
に
は
、
『
拾
遺
集
』
に
載
る
源
相
方
の
、

忠
蓮
南
山
の
房
の
絵
に
、
死
人
を
法
師
の
見
侍
り
て
泣
き
た
る
か
た
描
き
た
る
を
見
て

契
あ
れ
ば
か
ば
ね
な
れ
ど
も
あ
ひ
ぬ
る
を
我
を
ば
誰
か
と
は
ん
と
す
ら
ん
(
哀
傷

一
三
一
一
人
)

の
よ
う
に
、
絵
を
も
と
に
し
た
詠
作
に
お
い
て
は
、
具
体
的
な
死
が
詠
ま
れ
た
こ
と
は
あ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
は
余
程
特
殊
な
例
で

あ
り
、
勅
撰
集
に
収
録
さ
れ
た
具
体
的
な
死
は
、
ほ
と
ん
ど
が
事
実
と
し
て
の
死
、
実
在
し
た
誰
か
の
死
な
の
で
あ
る
。
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2 

と
こ
ろ
で
、
現
代
に
お
い
て
、
死
は
、
具
体
的
な
、
実
際
の
誰
か
の
死
で
あ
る
場
合
、
直
裁
に
、
「
死
ん
だ
」
と
表
現
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、

「
亡
く
な
っ
た
」
「
逝
去
し
た
」
と
い
っ
た
腕
曲
表
現
が
用
い
ら
れ
る
の
が
普
通
で
あ
る
。

前
近
代
の
公
式
文
書
に
お
い
て
は
、
「
喪
葬
令
」
亮
奏
条
の
規
定
、
す
な
わ
ち
、

凡
百
官
身
亡
者
。
親
王
及
三
位
以
上
称
亮
。
五
位
以
上
及
皇
親
称
卒
。
六
位
以
下
。
達
於
庶
人
。
称
死
。

(
凡
そ
百
官
身
亡
し
な
ば
、
親
王
及
び
三
位
以
上
は
「
古
宛
」
と
称
せ
よ
。
五
位
以
上
及
び
皇
親
は
「
卒
」
と
称
せ
よ
。
六
位
以
下
、
庶

人
に
達
る
ま
で
は
「
死
」
と
称
せ
よ
。
)

-215-

に
よ
っ
て
、
身
分
や
位
階
に
よ
っ
て
語
(
あ
る
い
は
字
と
い
う
べ
き
か
)
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
た
。

『
万
葉
集
』
の
詞
書
に
お
い
て
も
、
右
の
「
亮
」
「
卒
」
「
死
」
に
、
天
皇
に
対
す
る
「
崩
」
を
加
え
た
四
語
が
使
い
分
け
ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
、

天
皇
崩
後
之
時
倭
太
后
御
作
歌
一
首
(
巻
二

十
市
皇
女
亮
時
高
市
皇
子
尊
御
作
歌
三
首
(
巻
二

石
田
王
卒
之
時
丹
生
王
作
歌
一
首
井
短
歌
(
巻
三 一

四
九
)

一
五
六
)

(382) 

四
二
O
)



柿
本
朝
臣
人
麻
呂
妻
死
之
後
泣
血
哀
働
作
歌
二
首
井
短
歌
(
巻

二
O
七
)

(381) 

の
ご
と
く
で
あ
る
。

し
か
し
、
勅
撰
集
の
詞
書
に
お
い
て
は
、
「
崩
」
「
苗
宛
」
「
卒
」
は
全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
「
死
ぬ
」
あ
る
い
は
「
死
」
と
い
う

語
そ
の
も
の
が
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
例
外
的
な
も
の
と
し
て
は
、
『
拾
遺
集
」の人
麻
日
歌
、

妻
の
死
に
侍
り
て
後
、
悲
し
ぴ
て
詠
め
る

家
に
い
き
て
我
が
家
を
見
れ
ば
玉
笹
の
ほ
か
に
置
き
け
る
妹
が
小
枕
(
哀
傷

一
二
二
九
)

-216-

が
あ
る
が
、
こ
れ
は
き
わ
め
て
特
殊
な
例
で
あ
る
。
勅
撰
集
の
詞
書
に
お
い
て
は
概
ね
「
死
」
は
避
け
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

前
置
き
が
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
小
稿
は
、
勅
撰
集
の
詞
書
に
お
い
て
、
「
死
」
と
い
う
こ
と
ば
を
使
用
せ
ず
に
、
事
実
と
し
て
の

誰
か
の
死
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
の
か
、
と
い
う
こ
と
を
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

小
稿
の
趣
旨
と
は
や
や
外
れ
る
が
、
歌
の
こ
と
ば
に
少
々
言
及
し
て
お
く
と
、
事
実
と
し
て
の
死
を
「
死
ぬ
」
と
い
う
こ
と
ば
で
直
裁
に

表
現
す
る
こ
と
は
勅
撰
集
に
お
い
て
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
通
常
は
、
腕
曲
的
な
表
現
を
用
い
る
。
逆
に
、
歌
の
こ
と
ば
と
し
て
「
死
ぬ
」
が

用
い
ら
れ
る
時
は
、
た
と
え
ば
、
『
古
今
集
』
読
人
し
ら
ず
、

吉
野
河
い
は
き
り
と
ほ
し
行
く
水
の
音
に
は
た
て
じ
恋
ひ
は
死
ぬ
と
も
(
恋
一

四
九
二
)



の
よ
う
に
、
事
実
の
死
で
は
な
く
、
多
く
は
恋
情
の
強
調
表
現
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
著
名
な
西
行
の
、

願
は
く
は
花
の
し
た
に
て
春
死
な
ん
そ
の
如
月
の
望
月
の
こ
ろ
(
『
続
古
今
集
』
雑
上

一
五
二
七
)

と
い
う
歌
は
、
「
死
ぬ
こ
と
」
を
そ
の
ま
ま
「
死
ぬ
」
と
い
う
こ
と
ば
で
表
現
し
て
い
る
点
に
お
い
て
、
勅
撰
集
の
歌
と
し
て
は
、
独
特
な

歌
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

3 

こ
こ
で
、
「
哀
傷
歌
」
と
い
う
歌
学
用
語
を
確
認
し
て
み
る
の
も
無
駄
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
『
和
歌
大
辞
典
』
「
哀
傷
歌
」
の
項
目
に
は
、

人
の
死
を
傷
む
歌
が
中
心
で
あ
る
が
、
広
く
人
生
の
無
常
を
観
相
す
る
歌
や
釈
教
歌
を
も
含
む
。
部
立
と
し
て
は
中
国
の
文
選
に
発
し
、

勅
撰
漢
詩
集
の
文
華
秀
麗
集
に
継
承
さ
れ
、
歌
集
で
も
そ
の
ま
ま
採
用
し
て
、
古
今
集
以
下
の
主
要
な
部
立
と
な
っ
た
。
(
中
略
)
古

今
集
に
入
る
と
、
死
に
直
面
す
る
折
の
感
懐
歌
が
含
ま
れ
、
拾
遺
集
で
は
出
家
の
際
の
感
懐
や
無
常
感
を
詠
む
釈
教
歌
的
要
素
も
混
在

さ
せ
る
が
、
後
拾
遺
集
・
千
載
集
で
再
び
純
化
さ
れ
た
の
ち
、
新
古
今
集
で
は
理
念
的
な
歌
を
も
と
り
こ
ん
だ
多
様
性
を
み
せ
る
よ
う

に
な
る
。
現
実
感
情
に
最
も
強
く
根
ざ
す
部
立
で
あ
り
続
け
な
が
ら
、

一
方
で
理
念
性
も
混
融
し
て
い
っ
た
。

-217-(380) 



と
あ
る
。
つ
ま
り
、
部
立
と
し
て
の
哀
傷
歌
に
は
、
死
に
関
す
る
歌
だ
け
で
は
な
く
、
無
常
を
詠
ん
だ
歌
や
釈
教
歌
も
採
ら
れ
た
と
い
う
こ

と
だ
。と

こ
ろ
で
、
哀
傷
歌
が
独
立
し
た
巻
と
な
っ
て
い
る
も
の
は
、
『
古
今
集
』
、
『
拾
遺
集
』
、
「
後
拾
遺
集
」
、
『
千
載
集
』
、
『
新
古
今
集
』
、
「
続

古
今
集
』
、
『
続
千
載
集
』
、
『
続
後
拾
集
』
、
「
新
千
載
集
』
、
『
新
拾
遺
集
』
、
『
新
続
古
今
集
」
で
あ
り
、
「
慶
賀
」
と
と
も
に
一
巻
を
な
し
て
い
る
『
後

撰
集
』
を
加
え
る
と
、
あ
わ
せ
て
十
二
集
で
あ
る
。
残
り
の
九
集
で
は
主
に
雑
歌
の
中
に
死
に
関
す
る
歌
を
載
録
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
哀
傷
巻
を
有
す
る
勅
撰
集
に
お
い
て
、
死
に
関
す
る
歌
で
あ
れ
ば
必
ず
そ
こ
に
採
ら
れ
た
か
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
た
と

え
ば
、
『
後
撰
集
』
の

助
信
が
母
身
ま
か
り
て
の
ち
、
か
の
家
に
敦
忠
朝
臣
の
ま
か
り
か
よ
ひ
け
る
に
、
桜
の
花
の
散
り
け
る
折
に
ま
か
り
て
木
の
も
と
に

侍
り
け
れ
ば
、
家
の
人
の
言
ひ
出
だ
し
け
る

今
よ
り
は
風
に
ま
か
せ
む
桜
花
散
る
こ
の
も
と
に
君
と
ま
り
け
り
(
よ
み
人
し
ら
ず

一
O
五
)

は
、
春
下
巻
に
採
録
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
「
拾
遺
集
』
の

左
大
臣
女
御
失
せ
侍
り
に
け
れ
ば
、

父
お
と
ど
の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

い
に
し
へ
を
さ
ら
に
か
け
じ
と
思
へ
ど
も
あ
や
し
く
目
に
も
み
つ
涙
か
な
(
天
暦
御
製

九
九
一
)

(379) -218-



は
、
恋
五
巻
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
死
に
関
す
る
歌
で
あ
れ
ば
当
然
に
哀
傷
巻
に
入
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
作
歌
状
況
や
歌
の
中
の
こ
と

ば
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
外
の
理
由
に
よ
っ
て
、
他
の
巻
に
採
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

少
々
迂
回
し
て
し
ま
っ
た
が
、
死
の
表
現
を
考
察
す
る
上
で
、
基
本
的
に
、
哀
傷
巻
を
有
す
る
集
は
そ
の
巻
、
有
し
な
い
集
で
は
雑
歌
巻

に
言
及
し
て
い
く
が
、
上
記
の
ご
と
き
、
他
の
巻
に
も
存
す
る
死
に
関
す
る
歌
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
こ
と
を
一
応
述
べ
て
お
く
。

4 

和
歌
の
前
に
は
人
は
平
等
で
あ
る
。
勅
撰
集
に
お
い
て
は
、
「
高
き
賎
し
き
、
人
を
き
ら
は
ず
」
(
『
新
古
今
集
』
仮
名
序
)
、
歌
は
扱
わ
れ
る
。

し
か
し
、
集
に
よ
っ
て
方
針
の
細
か
い
相
異
は
あ
る
が
、
人
名
表
記
に
つ
い
て
は
、
身
分
、
位
階
や
官
職
に
応
じ
て
、
「
姓
名
の
み
」
と
か
「
官

-219-

職
名
+
名
」
と
か
い
っ
た
区
別
が
存
し
た
。
た
と
え
ば
、
「
紀
貫
之
」
「
源
俊
頼
朝
臣
」
「
前
中
納
言
定
家
」
「
後
京
極
摂
政
前
太
政
大
臣
」
な

ど
の
ご
と
く
で
あ
る
。

ま
た
、
同
様
に
、
集
に
よ
る
微
妙
な
差
異
は
存
す
る
も
の
の
、
調
書
に
お
い
て
、
天
皇
や
上
皇
、
皇
后
、
皇
太
后
、
女
院
な
ど

皇
等
」
と
略
記
す
る
こ
と
も
あ
る
)
に
は
敬
語
が
用
い
ら
れ
る
が
、
臣
下
に
は
決
し
て
敬
語
は
使
用
さ
れ
な
い
、
と
い
っ
た
区
別
が
あ
っ
た
。

(
以
下
「
天

た
と
え
ば
、
臣
下
で
あ
れ
ば
「
見
る
」
と
な
る
の
が
、
天
皇
等
で
あ
れ
ば
「
御
覧
ず
」
と
な
る
。

よ
う
や
く
小
稿
は
本
論
に
入
っ
て
き
た
が
、
死
に
関
し
て
も
、
「

j

給
ふ
」
と
い
っ
た
、
尊
敬
表
現
の
使
用
の
有
無
の
原
則
は
上
記
の
ご

と
く
だ
が
、
注
意
し
た
い
の
は
動
詞
部
分
で
あ
る
。
『
万
葉
集
』
に
お
け
る
「
崩
」
「
古
宛
」
「
卒
」
「
死
」
の
区
別
の
よ
う
に
厳
密
で
は
な
い
が
、

勅
撰
集
を
通
覧
す
る
と
、
死
を
意
味
す
る
こ
と
ば
の
使
い
分
け
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
見
え
る
。

『
古
今
集
』
か
ら
通
史
的
に
見
て
い
く
。

(378) 



『
古
今
集
」
哀
傷
巻
で
は
、
死
者
が
「
堀
河
太
政
大
臣
」
あ
る
い
は
「
河
原
大
臣
」
と
い
っ
た
貴
顕
者
で
あ
っ
て
も
区
別
な
く
、
臣
下
に

(377) 

は
す
べ
て
「
身
ま
か
る
」
(
十
七
例
)
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
天
皇
に
関
し
て
は
「
諒
闇
」
「
御
国
忌
」
に
よ
っ
て
表
現
さ
れ
て
お
り
、
死
そ

の
も
の
の
表
現
は
な
い
。
た
だ
、
巻
十
九
「
雑
体
」
に
収
載
さ
れ
て
い
る
、
伊
勢
の
長
歌
(
「
短
歌
」
)
の
詞
書
に
は
、
「
七
条
の
后
失
せ
給

ひ
に
け
る
の
ち
に
よ
み
け
る
」
と
あ
り
、
『
古
今
集
』
で
は
、
「
身
ま
か
る
」
「
失
す
」
の
表
現
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

『
後
撰
集
』
で
は
、
「
身
ま
か
る
」
(
九
例
)
「
亡
く
な
る
」
(
五
例
)
「
失
す
」
(
一
例
)
「
な
く
な
す
」
(
一
例
)
「
隠
る
」
(
一
例
)
、
間
接
的

な
表
現
と
し
て
は
「
お
は
し
ま
さ
で
」
(
二
例
)
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
失
す
」
は
、
「
先
坊
失
せ
給
ひ
て
」
と
尊
敬
語
を
と
も
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
二
例
の
「
お
は
し
ま
さ
で
」
の
主
語
は
醍
醐
天
皇
で
あ
る
。
「
隠
る
」
の
主
語
は
「
女
四
の
み
こ
」
で
あ
る
。
「
身
ま
か
る
」

「
亡
く
な
る
」
「
な
く
な
す
」
は
概
ね
死
者
が
臣
下
の
場
合
で
あ
る
が
、
「
亡
く
な
る
」
の
用
例
の
一
つ
は
、
伊
勢
の
、

一
つ
が
ひ
侍
り
け
る
鶴
の
一
つ
が
亡
く
な
り
に
け
れ
ば
、
と
ま
れ
る
が
い
た
く
な
き
侍
り
け
れ
ば
、
雨
の
降
り
侍
り
け
る
に
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鳴
く
声
に
そ
ひ
て
涙
は
の
ぼ
ら
ね
ど
雲
の
上
よ
り
雨
と
降
る
ら
ん

(
一
四
二
一
二
)

と
あ
る
よ
う
に
、
鶴
の
死
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
管
見
に
よ
れ
ば
、
勅
撰
集
の
哀
傷
巻
収
載
歌
で
動
物
の
死
に
関
す
る
唯
一
の
例
で
あ
る
。

動
物
で
あ
っ
て
も
、
「
死
ぬ
」
は
慣
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

「
拾
遺
集
』
で
は
、
「
亡
く
な
る
」
(
十
四
例
)
「
後
る
」
(
七
例
、
た
だ
し
、
そ
の
内
五
例
は
「
ま
か
り
後
る
」
)
「
隠
る
」
(
六
例
)
「
失
す
」

(
三
例
)
「
身
ま
か
る
」
(
一
例
)の
ほ
か
、
前
述
の
「
死
ぬ
」
(
一
例
)
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
隠
る
」
は
、
「
隠
れ
給
ふ
」
と
い
う
よ
う
に

尊
敬
語
を
と
も
な
っ
て
い
る
の
が
二
例
(
村
上
天
皇
・
中
宮
安
子
)
、
「
ま
か
り
隠
る
」
と
な
っ
て
い
る
の
が
四
例
(
い
ず
れ
も
主
語
は
臣
下
)



で
あ
る
。
「
失
す
」
の
例
の
う
ち
二
つ
は
「
失
せ
さ
せ
給
ふ
」
(
主
語
は
朱
雀
院
)
「
失
せ
給
ふ
」
(
主
語
は
太
皇
太
后
)
と
い
う
よ
う
に
尊
敬

語
を
と
も
な
っ
て
い
る
。
他
の
、
「
身
ま
か
る
」
「
亡
く
な
る
」
「
後
る
」
は
臣
下
が
主
語
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
「
ま
か
り
後
る
」
「
ま
か
り

隠
る
」
は
「
拾
遺
集
』
以
外
の
集
に
は
見
ら
れ
な
い
。

『
後
拾
遺
集
』
で
は
、
「
身
ま
か
る
」
(
十
三
例
)
「
亡
く
な
る
」
(
十
例
)
は
い
ず
れ
も
死
者
は
臣
下
で
、
「
後
る
」
(
十
一
例
)
も
敦
道
親

王
の
一
例
を
除
く
と
す
べ
て
死
者
は
臣
下
で
あ
る
。
「
失
す
」
(
六
例
)
は
す
べ
て
尊
敬
語
を
と
も
な
っ
て
お
り
、
「
失
せ
た
ま
ふ
」
(
一
例
・

皇
太
后
宮
)
の
ほ
か
、
五
例
は
「
失
せ
さ
せ
た
ま
ふ
」
と
最
高
敬
語
と
な
っ
て
い
る
(
一
条
院
・
円
融
院
法
皇
二
例
・
皇
后
・
中
宮
)
。
「
隠
る
」
(
六

例
)
の
二
例
は
死
者
は
臣
下
(
橘
則
長
・
藤
原
義
孝
)

で
、
四
例
が
尊
敬
語
を
と
も
な
い
「
隠
れ
た
ま
ふ
」
と
な
っ
て
い
る
(
弘
徽
殿
中
宮
・

皇
后
・
三
条
院
の
皇
后
宮
・
入
道
一
品
宮
)
。

こ
こ
で
、
少
々
途
中
経
過
を
見
て
お
く
な
ら
ば
、
死
の
表
現
と
し
て
多
く
使
用
さ
れ
る
の
は
、
「
身
ま
か
る
」
「
亡
く
な
る
」
「
後
る
」
「
隠
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る
」
「
失
す
」
の
五
語
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
「
身
ま
か
る
」
「
亡
く
な
る
」
「
後
る
」
は
天
皇
等
に
は
用
い
ら
れ
ず
、
天
皇
等
の
死
は
「
隠
る
」

「
失
す
」
に
よ
っ
て
、
尊
敬
語
を
加
え
て
用
い
て
表
現
さ
れ
る
と
い
う
区
別
が
存
す
る
よ
う
で
あ
る
(
少
々
細
か
く
い
え
ば
、
「
失
す
」
の
尊

敬
表
現
は
「
失
せ
給
ふ
」
「
失
せ
さ
せ
給
ふ
」
の
二
通
り
が
あ
る
が
、
「
隠
る
」
の
方
は
「
隠
れ
給
ふ
」
の
み
で
「
隠
れ
さ
せ
給
ふ
」
の
例
は
、

四
集
に
は
見
ら
れ
な
い
)
。
臣
下
の
死
に
は
上
記
の
五
語
が
用
い
ら
れ
る
が
、
以
上
の
四
集
の
範
囲
で
は
、
特
に
身
分
や
官
職
な
ど
に
よ
る

区
別
は
見
出
せ
な
い
。
た
と
え
ば
、
先
述
の
ご
と
く
、
『
古
今
集
」

で
は
「
堀
河
太
政
大
臣
」
(
八
三
一
)
で
も
「
身
ま
か
る
」
が
用
い
ら
れ

た
。
ま
た
、
『
後
拾
遺
集
』
で
も
、

一
条
摂
政
身
ま
か
り
て
、
後
の
わ
ざ
の
こ
と
な
ど
果
て
て
、
人
々
、
ち
り
ぢ
り
に
な
り
侍
り
け
れ
ば

(376) 



今
は
と
て
飛
び
別
る
め
る
群
鳥
の
古
巣
に
一
人
な
が
む
べ
き
か
な
(
少
将
藤
原
義
孝

五
六
七
)
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「
摂
政
」
に
も
「
身
ま
か
る
」
を
用
い
て
い
る
。

以
下
、
上
記
の
五
語
に
し
ぼ
っ
て
用
例
を
検
討
す
る
。

5 

『
金
葉
集
』
に
は
哀
傷
巻
は
な
く
、
雑
下
巻
に
死
に
関
す
る
歌
が
載
録
さ
れ
て
い
る
。
「
身
ま
か
る
」
(
二
例
)
「
後
る
」
(
三
例
)
「
失
す
」

(
二
例
)
は
す
べ
て
臣
下
の
死
で
あ
る
。
「
隠
る
」
は
五
例
あ
り
、
そ
の
う
ち
、
尊
敬
語
「
給
ふ
」
「
お
は
し
ま
す
」
を
と
も
な
う
の
が
三
例
で
、
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死
者
は
女
院
、
女
御
で
あ
る
(
天
皇
、
上
皇
の
死
は
な
い
)
。
尊
敬
語
を
と
も
な
わ
な
い
二
例
は
「
藤
原
公
実
」
「
人
の
む
す
め
」
で
あ
る
。
「
亡

く
な
る
」
の
用
例
は
な
い
。

『
詞
花
集
」
も
哀
傷
巻
は
な
く
、
雑
下
巻
に
死
に
関
す
る
歌
が
載
録
さ
れ
て
い
る
。
「
身
ま
か
る
」
(
七
例
)
「
後
る
」
(
五
例
)
は
臣
下
の
死
、
「
隠

る
」
(
三
例
)
は
「
隠
れ
給
ふ
」
(
一
例
)
「
隠
れ
さ
せ
お
は
し
ま
す
」
(
二
例
)
と
い
う
よ
う
に
す
べ
て
尊
敬
語
を
と
も
な
い
、
天
皇
等
の
死

を
示
し
て
い
る
。
「
隠
る
」
に
二
重
敬
語
が
初
め
て
つ
い
た
の
が
注
目
さ
れ
る
。
「
亡
く
な
る
」
「
失
す
」
の
例
は
な
い
。

『
千
載
集
』
で
は
、
「
身
ま
か
る
」
(
十
六
例
)
「
亡
く
な
る
」
(
二
例
)
は
す
べ
て
臣
下
に
つ
い
て
用
い
ら
れ
る
。
「
後
る
」
は
二
例
で
、
そ

の
一
例
は
「
弾
正
予
為
尊
親
王
」
で
あ
る
。
「
隠
る
」
の
十
六
例
の
う
ち
、
九
例
が
「
給
ふ
」
「
さ
せ
給
ふ
」
の
よ
う
な
尊
敬
語
を
と
も
な
っ

た
、
天
皇
等
の
死
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
う
少
し
詳
し
く
い
え
ば
、
「
枇
杷
皇
太
后
宮
」
だ
け
が
「
隠
れ
給
ふ
」
、
他
は
「
隠
れ
さ
せ
給

ふ
」
で
あ
る
。
以
後
の
集
で
は
一
般
的
に
な
る
「
隠
れ
さ
せ
給
ふ
」
と
い
う
形
の
初
出
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
留
意
し
て
よ
い
と
思
料



さ
れ
る
の
が
、
他
の
、
尊
敬
語
を
と
も
な
わ
な
い
「
隠
る
」
の
七
例
で
、
煩
を
厭
わ
ず
死
者
を
列
挙
す
れ
ば
、
大
納
言
忠
家
・
恒
徳
公
・
右

衛
門
督
基
忠
・
大
炊
御
門
右
大
臣
・
後
入
道
法
親
王
・
贈
皇
后
政
子
・
仁
和
寺
法
親
王
道
性
、
と
い
う
よ
う
に
、
全
て
で
は
な
い
が
、
比
較

的
高
位
者
に
限
ら
れ
る
傾
向
が
見
え
そ
う
で
あ
る
。
た
だ
、
「
身
ま
か
る
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
死
者
の
中
に
も
、
大
納
言
公
実
・
大
炊
御

門
右
大
臣
が
い
る
の
で
、
統
一
さ
れ
た
、
厳
密
な
も
の
で
は
な
い
。
「
失
す
」
の
例
は
な
い
。

「
新
古
今
集
』
で
は
「
身
ま
か
る
」
(
二
十
四
例
)
「
亡
く
な
る
」
(
六
例
)
「
失
す
」
(
三
例
)
は
す
べ
て
臣
下
が
死
者
で
あ
る
。
「
後
る
」

は
四
例
の
う
ち
、

一
例
が
「
弾
正
予
為
尊
親
王
」
の
死
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
「
隠
る
」
(
十
七
例
)
に
関
し
て
は
、
天
皇
等
の
死
を
す
べ
て

「
隠
れ
給
ふ
」
(
八
例
)
と
し
、
「
隠
れ
さ
せ
給
ふ
」
を
全
く
用
い
て
い
な
い
点
が
注
意
さ
れ
よ
う
。
た
だ
し
、
雑
中
巻
の
式
子
内
親
王
歌
に
、

後
白
河
院
隠
れ
さ
せ
給
ひ
て
後
、
百
首
歌
に
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斧
の
柄
の
朽
ち
し
昔
は
遠
け
れ
ど
あ
り
し
に
あ
ら
ぬ
世
を
も
経
る
か
な
二
六
七
二
)

と
い
う
例
が
あ
り
、
集
全
体
で
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
『
千
載
集
』
と
向
様
に
尊
敬
語
の
な
い
「
隠
る
」
の
九
例
の
死

者
を
列
挙
す
る
と
、
覚
快
法
親
王
・
枇
杷
皇
太
后
宮
・
恒
徳
公
・
僧
正
明
尊
・
六
条
摂
政
・
従
一
位
源
師
子
・
禎
子
内
親
王
・
女
御
・
権
中

納
言
道
家
母
、
で
あ
り
、
他
集
で
は
尊
敬
語
を
と
も
な
っ
て
遇
さ
れ
る
「
枇
杷
皇
太
后
宮
」
が
こ
こ
で
は
そ
う
で
は
な
い
の
が
不
審
だ
が
、

比
較
的
高
位
者
に
限
ら
れ
る
傾
向
は
見
え
る
。
た
だ
、
「
身
ま
か
る
」
に
「
小
野
宮
右
大
臣
」
の
例
、
「
失
す
」
に
「
久
我
内
大
臣
」
の
例
が

あ
る
の
で
、
大
臣
・
摂
関
等
が
す
べ
て
「
隠
る
」
と
表
現
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。

『
新
勅
撰
集
』
に
は
哀
傷
巻
は
な
い
の
で
、
雑
三
巻
を
見
て
い
く
。
「
身
ま
か
る
」
(
十
例
)
の
死
者
は
す
べ
て
臣
下
で
特
に
貴
顕
の
者
は
な
い
。
(374) 



「
隠
る
」
の
十
一
例
の
う
ち
、
天
皇
等
に
つ
い
て
は
す
べ
て
「
隠
れ
さ
せ
給
ふ
」
(
六
例
)
で
あ
り
、
「
隠
れ
給
ふ
」
は
な
い
。
尊
敬
語
の
な
い
「
隠

る
」
(
五
例
)
の
主
語
は
、
九
条
右
大
臣
・
貞
信
公
・
式
部
卿
敦
慶
親
王
・
従
三
位
能
子
・
後
京
極
摂
政
、

で
あ
り
、
前
二
集
に
比
し
て
よ
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り
明
確
に
高
位
者
で
あ
る
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
「
亡
く
な
る
」
「
後
る
」
「
失
す
」
の
例
は
な
い
。

『
続
後
撰
集
』
に
も
哀
傷
巻
は
な
い
の
で
、
雑
下
巻
を
見
て
い
く
。
「
身
ま
か
る
」
(
十
二
例
)
の
う
ち
、
「
兵
部
卿
敦
固
親
王
」
以
外
は
死

者
は
臣
下
で
あ
る
。
そ
の
中
で
は
猪
隈
入
道
関
白
・
入
道
太
政
大
臣
、
が
貴
顕
者
で
あ
る
。
「
隠
る
」
の
六
例
の
う
ち
、
天
皇
等
は
す
べ
て
「
隠

れ
さ
せ
給
ふ
」
(
三
例
)
と
表
現
さ
れ
る
。
尊
敬
語
の
な
い
「
隠
る
」
(
三
例
)
は
、
女
御
藤
原
述
子
・
道
助
法
親
王
・
女
御
多
賀
幾
子
、
で

あ
る
。
「
亡
く
な
る
」
「
後
る
」
「
失
す
」
の
例
は
な
い
。

『
続
古
今
集
』
で
は
、
「
身
ま
か
る
」
(
十
七
例
)
は
す
べ
て
臣
下
で
、
大
臣
・
摂
関
と
い
っ
た
高
位
の
者
は
含
ま
れ
な
い
。
「
隠
る
」
(
十
二
例
)
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の
う
ち
、
尊
敬
語
を
と
も
な
う
の
が
九
例
で
、
い
ず
れ
も
天
皇
等
で
あ
る
。
「
待
賢
門
院
」
だ
け
が
「
隠
れ
さ
せ
給
ふ
」
と
表
現
さ
れ
て
お
り
、

他
は
「
隠
れ
給
ふ
」
(
八
例
)
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
新
古
今
集
』
を
意
識
し
て
い
る
と
思
料
さ
れ
る
。
尊
敬
語
の
な
い
「
隠
る
」
(
三
例
)
は
、

建
皇
子
・
女
御
述
子
・
贈
皇
后
宮
、

で
あ
る
。
「
亡
く
な
る
」
(
二
例
)の
、
つ
主J、

一
つ
は
「
式
部
卿
敦
慶
親
王
」
で
あ
る
。
ま
た
、
「
失
す
」

の
二
例
の
主
語
は
い
ず
れ
も
「
九
条
左
大
臣
」
で
あ
る
。
「
後
る
」
の
例
は
な
い
。

『
続
拾
遺
集
』
に
も
哀
傷
巻
は
な
い
の
で
、
雑
下
巻
を
見
て
い
く
。
「
身
ま
か
る
」
(
十
七
例
)
「
亡
く
な
る
」
(
一
例
)
は
す
べ
て
臣
下
。
「
身

ま
か
る
」
の
死
者
に
は
、
九
条
左
大
臣
・
従
一
位
倫
子
・
冷
泉
太
政
大
臣
、
が
含
ま
れ
て
い
る
。
「
隠
る
」
の
十
三
例
の
う
ち
、
尊
敬
語
を

と
も
な
う
の
は
す
べ
て
「
隠
れ
さ
せ
給
ふ
」
と
い
う
形
で
、
人
例
。
と
も
な
わ
な
い
五
例
は
、
弾
正
予
為
尊
親
王
・
法
成
寺
入
道
前
摂
政
・

道
助
法
親
王
・
九
条
左
大
臣
・
仁
助
法
親
王
、
で
あ
る
。
「
後
る
」
「
失
す
」
の
例
は
な
い
。

『
新
後
撰
集
』
に
も
哀
傷
巻
は
な
い
の
で
、
雑
下
巻
を
見
て
い
く
。
「
身
ま
か
る
」
(
十
七
例
)
は
「
性
助
法
親
王
」
以
外
は
す
べ
て
臣
下



で
あ
る
。
そ
の
臣
下
に
は
、
西
園
寺
入
道
前
太
政
大
臣
・
九
条
左
大
臣
・
九
条
内
大
臣
、
が
含
ま
れ
て
い
る
。
「
後
る
」
(
一
例
)
は
臣
下
。
「
隠

る
」
の
九
例
の
う
ち
、
尊
敬
語
を
と
も
な
う
の
は
す
べ
て
「
隠
れ
さ
せ
給
ふ
」
と
い
う
形
で
、
五
例
。
と
も
な
わ
な
い
四
例
は
、
後
京
極
摂

政
・
性
助
法
親
王
・
普
光
園
入
道
前
関
白
・
道
助
法
親
王
、

で
あ
る
。
「
亡
く
な
る
」
「
失
す
」
の
例
は
な
い
。

6 

『
玉
葉
集
」
に
も
哀
傷
巻
は
な
い
の
で
、
雑
四
巻
を
見
て
い
く
。
「
身
ま
か
る
」
(
十
八
例
)
「
亡
く
な
る
」
(
五
例
)
「
後
る
」
(
六
例
)
は

す
べ
て
臣
下
で
あ
る
。
「
身
ま
か
る
」
の
例
の
中
で
大
臣
・
摂
関
と
し
て
は
、
「
後
京
極
摂
政
」
の
一
例
が
あ
る
。
「
隠
る
」
(
三
十
九
例
)の

う
ち
、
尊
敬
語
を
用
い
る
の
は
「
隠
れ
さ
せ
給
ふ
」
(
二
十
六
例
)
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
が
、
「
隠
れ
給
ふ
」
も
二
例
あ
る
(
枇
杷
皇
太
后
宮
・

小
一
条
皇
后
宮
)
。
尊
敬
語
を
用
い
な
い
「
隠
る
」
(
十
一
例
)
は
、
本
院
女
御
・
式
部
卿
重
明
親
王
・
女
御
照
子
女
王
・
近
衛
関
白
・
仁
助
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法
親
王
・
六
条
摂
政
・
中
務
卿
宗
尊
親
王
・
九
条
内
大
臣
・
徳
大
寺
左
大
臣
・
歓
喜
苑
前
摂
政
・
後
一
条
関
白
、
で
あ
る
。
「
失
す
」
の
七

例
の
う
ち
、
「
後
拾
遺
集
」
以
来
と
な
る
尊
敬
語
を
と
も
な
っ
た
例
、
「
失
せ
給
ふ
」
(
一
例
・
七
条
后
)
「
失
せ
さ
せ
給
ふ
」
(
四
例
・
中
宮
・

一
条
院
・
後
嵯
峨
院
・
後
深
草
院
)
が
見
ら
れ
る
。
尊
敬
語
を
と
も
な
わ
な
い
「
失
す
」
の
二
例
は
い
ず
れ
も
女
御
で
あ
る
。

『
続
千
載
集
』
で
は
「
身
ま
か
る
」
(
二
十
五
例
)
「
後
る
」
(
二
例
)
「
失
す
」
(
一
例
)
は
す
べ
て
臣
下
で
あ
る
。
「
身
ま
か
る
」
に
は
「
後

近
衛
関
白
前
右
大
臣
」
の
例
が
あ
る
。
「
隠
る
」
(
八
例
)で
尊
敬
語
を
と
も
な
っ
て
い
る
の
は
す
べ
て
「
隠
れ
さ
せ
給
ふ
」
の
形
で
七
例
あ

る
。
尊
敬
語
を
と
も
な
わ
な
い
「
隠
る
」
(
一
例
)
は
「
入
道
一
品
親
王
深
性
」
で
あ
る
。
「
亡
く
な
る
」
の
例
は
な
い
。

「
続
後
拾
遺
集
』
で
は
、
「
身
ま
か
る
」
(
十
五
例
)
「
亡
く
な
る
」
(
二
例
)
「
失
す
」
(
一
例
)
は
す
べ
て
臣
下
。
「
身
ま
か
る
」
の
中
に
は
、

謙
徳
公
・
近
衛
関
白
・
歓
喜
園
摂
政
、
の
例
が
あ
る
。
「
隠
る
」
の
二
例
は
「
隠
れ
さ
せ
給
ふ
」
。
「
後
る
」
の
例
は
な
い
。
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『
風
雅
集
」
に
は
哀
傷
巻
は
な
い
の
で
、
雑
下
巻
を
見
て
い
く
。
「
身
ま
か
る
」
(
十
二
例
)
は
す
べ
て
臣
下
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
後

一
条
入
道
関
白
・
後
京
極
摂
政
・
後
西
園
寺
入
道
前
太
政
大
臣
・
深
心
院
関
白
、
の
例
が
あ
る
。
「
亡
く
な
る
」
(
九
例
)
も
す
べ
て
臣
下
だ
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が
、
こ
の
中
に
は
「
後
西
園
寺
入
道
前
太
政
大
臣
」
も
含
ま
れ
て
お
り
、
大
臣
・
摂
関
に
対
し
て
こ
の
語
が
用
い
ら
れ
る
勅
撰
集
唯
一
の
例

で
あ
る
。
「
隠
る
」
(
十
六
例
)
は
す
べ
て
「
隠
れ
給
ふ
」
の
形
で
あ
る
。
こ
れ
は
『
続
古
今
集
』
同
様
、
『
新
古
今
集
』
を
意
識
し
て
い
る

と
思
料
さ
れ
泌
o

「
失
す
」
(
二
例
)
で
は
尊
敬
語
を
と
も
な
う
「
失
せ
給
ふ
」
が
一
例
見
ら
れ
る
(
亀
山
院)0「
隠
れ
給
ふ
」
に
せ
よ
「
失

せ
給
ふ
」
に
せ
よ
、
天
皇
等
に
対
し
て
二
重
敬
語
(
最
高
敬
語
)
で
は
な
く
、
通
常
の
尊
敬
語
で
あ
る
こ
と
は
注
意
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
た

と
え
ば
、
伏
見
院
の
歌
に
、

霞
立
ち
氷
も
解
け
ぬ
天
地
の
心
も
春
を
お
し
て
、
つ
く
れ
ば
(
春
上
六
)
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初
春
の
心
を
よ
ま
せ
給
ひ
け
る

と
あ
る
よ
う
に
、
他
の
巻
で
は
二
重
敬
語
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
集
全
体
に
統
一
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
「
後
る
」
は
使
用
さ
れ
て

、
品
、

A

、
、
必
門

U

し
』
匂
卜
v

「
新
千
載
集
』
で
は
、
「
身
ま
か
る
」
(
二
十
二
例
)
「
後
る
」
(
三
例
)
「
亡
く
な
る
」
(
二
例
)
は
す
べ
て
臣
下
。
「
身
ま
か
る
」
の
中
に
は

「
大
炊
御
門
前
内
大
臣
」
の
例
が
あ
る
。
「
隠
る
」
(
二
十
二
例
)
は
、
「
隠
れ
給
ふ
」
(
一
例
)
「
隠
れ
さ
せ
給
ふ
」
(
十
六
例
)
、
尊
敬
語
の
な

い
「
隠
る
」
(
五
例
)で
あ
る
。
「
隠
る
」
の
死
者
は
、
三
縁
院
入
道
前
関
白
左
大
臣
・
後
一
音
院
入
道
関
白
・
近
衛
関
白
・
法
仁
法
親
王
・

弘
徽
殿
女
御
、
で
あ
る
。
「
失
す
」
は
一
例
で
、
「
失
せ
給
ふ
」
(
女
御
)の
形
で
あ
る
。



『
新
拾
遺
集
』
は
、
「
亡
く
な
る
」
(
一
例
)
「
後
る
」
(
一
例
)
「
身
ま
か
る
」
(
十
例
)
は
す
べ
て
臣
下
で
、
大
臣
以
上
の
者
は
い
な
い
。
「
隠
る
」

十
九
例
の
う
ち
、
「
隠
れ
給
ふ
」
は
一
例
(
日
並
皇
子
)
で
、
天
皇
等
は
「
隠
れ
さ
せ
給
ふ
」
(
十
一
例
)
。
尊
敬
語
の
な
い
「
隠
る
」
の
七
例
は
、

六
条
内
大
臣
・
等
持
院
贈
左
大
臣
・
清
慎
公
・
入
道
二
品
親
王
性
助
・
後
一
条
入
道
前
関
白
・
浄
土
寺
入
道
前
太
政
大
臣
・
中
園
入
道
前
太

政
大
臣
で
あ
る
。
「
失
す
」
の
例
は
な
い
。

『
新
後
拾
遺
集
』
に
は
哀
傷
巻
は
な
い
の
で
、
雑
下
巻
を
見
て
い
く
。
「
身
ま
か
る
」
(
四
例
)
「
後
る
」
(
一
例
)
は
す
べ
て
臣
下
で
あ
る
。

「
身
ま
か
る
」
の
一
例
は
「
後
近
衛
関
白
」
。
「
失
す
」
二
例
の
う
ち
、
尊
敬
語
を
と
も
な
っ
て
い
る
の
は
「
失
せ
給
ふ
」
の
一
例
(
前
坊
)
。
「
隠

る
」
「
亡
く
な
る
」
の
例
は
な
い
。

『
新
続
古
今
集
」
で
は
、
「
身
ま
か
る
」
(
十
三
例
)
「
後
る
」
(
一
例
)
は
す
べ
て
臣
下
で
あ
る
。
「
身
ま
か
る
」
の
中
に
、
九
条
内
大
臣
・

尊
敬
語
の
な
い
「
隠
る
」
の
二
例
は
、
等
持
院
贈
左
大
臣
・
中
園
入
道
前
太
政
大
臣
、

で
あ
る
。
「
失
す
」
の
一
例
は
、
「
失
せ
さ
せ
給
ふ
」
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養
徳
院
贈
左
大
臣
、
の
例
が
あ
る
。
「
隠
る
」
の
五
例
の
う
ち
、
尊
敬
語
を
と
も
な
っ
て
い
る
の
は
「
隠
れ
さ
せ
給
ふ
」
の
形
で
あ
る
(
三
例
)
。

で
あ
る
(
花
山
院
)
。
「
亡
く
な
る
」
の
例
は
な
い
。

7 

纏
々
述
べ
て
き
た
が
、
ま
と
め
て
み
た
い
。

臣
下
の
死
に
つ
い
て
は
「
身
ま
か
る
」
「
亡
く
な
る
」
「
後
る
」
「
隠
る
」
「
失
す
」
の
五
語
が
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
中
で
も
、
「
身
ま
か
る
」

が
群
を
抜
い
て
多
く
、
全
体
で
は
臣
下
の
死
の
六
割
近
く
を
占
め
、
こ
れ
が
用
い
ら
れ
て
い
な
い
集
は
な
い
。
そ
し
て
、
大
臣
や
摂
関
か
ら

一
般
庶
民
に
至
る
ま
で
使
用
で
き
た
。
も
と
も
と
「
身
ま
か
る
」
は
平
安
期
の
散
文
に
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
ず
、
ま
た
そ
も
そ
も
「
身
+
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罷
る
」
と
い
う
、

へ
り
く
だ
っ
た
表
現
で
あ
っ
た
た
め
、
散
文
と
は
異
な
っ
た
言
語
世
界
で
あ
り
、
天
皇
等
以
外
の
尊
敬
表
現
が
禁
じ
ら
れ
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た
勅
撰
集
の
詞
書
に
お
け
る
死
の
表
現
と
し
て
、
も
っ
と
も
相
応
し
い
と
考
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
点
、
「
亡
く
な
る
」
は
、

散
文
で
は
あ
り
ふ
れ
た
表
現
で
あ
り
、
ま
た
尊
敬
の
補
助
動
調
「
た
ま
ふ
」
が
接
続
す
る
例
も
珍
し
く
は
な
く
、
「
身
ま
か
る
」
に
比
べ
る

と
へ
り
く
だ
っ
た
感
じ
は
薄
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

「
後
る
」
の
場
合
は
、
死
者
と
そ
の
近
親
者
や
側
近
者
と
の
相
対
的
な
、
あ
る
い
は
私
的
な
語
な
の
で
使
用
が
限
ら
れ
、
ま
た
、
表
現
が

や
や
回
り
く
ど
く
な
る
た
め
、
お
の
ず
か
ら
用
例
も
少
な
く
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
天
皇
等
の
死
に
つ
い
て
は
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
と
い

う
の
も
、
相
対
的
、
私
的
と
い
う
語
感
を
避
け
る
た
め
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

「
隠
る
」
「
失
す
」
の
二
語
は
臣
下
だ
け
で
は
な
く
、
尊
敬
語
を
と
も
な
っ
て
天
皇
等
に
も
使
用
さ
れ
た

(
逆
に
い
え
ば
、
「
身
ま
か
る
」
「
亡-228-

く
な
る
」
「
後
る
」
が
天
皇
等
に
用
い
ら
れ
た
例
は
な
い
)
。
「
隠
る
」
の
臣
下
の
使
用
例
を
見
て
い
く
と
、
『
千
載
集
』
以
降
は
貴
顕
者
に
限

ら
れ
て
い
く
大
ま
か
な
傾
向
が
確
認
さ
れ
た
。
散
文
の
例
で
も
、
「
死
」
を
意
味
す
る
場
合
に
限
っ
て
は
、
ほ
と
ん
ど
が
「
隠
れ
給
ふ
」
「
隠

れ
さ
せ
給
ふ
」
と
し
て
用
い
ら
れ
た
語
で
あ
る
か
ら
、
他
の
語
に
比
し
て
、
重
み
が
感
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
%
。

な
お
、
天
皇
等
に
対
し
て
は
『
千
載
集
』
以
降
は
二
重
敬
語
を
と
も
な
っ
た
「
隠
れ
さ
せ
給
ふ
」
が
一
般
的
に
な
っ
て
い
く
が
、
「
新
古
今
集
」

お
よ
び
そ
の
影
響
と
思
料
さ
れ
る
『
続
古
今
集
』
「
風
雅
集
』
が
す
べ
て
あ
る
い
は
ほ
ぼ
す
べ
て
「
隠
れ
給
ふ
」
に
し
て
い
る
点
は
注
意
さ
れ
る
。

「
失
す
」
も
、
臣
下
に
も
使
用
さ
れ
、
尊
敬
語
を
と
も
な
っ
て
天
皇
等
に
も
使
用
さ
れ
た
が
、
用
例
は
遥
か
に
少
な
か
っ
た
。
散
文
に
お

い
て
「
隠
る
」
が
尊
敬
語
を
と
も
な
う
の
が
普
通
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
「
失
す
」
は
必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
か
っ
た
た
め
、
重
み
の
点
で

や
や
も
の
足
り
な
い
感
じ
が
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

そ
し
て
、
「
身
ま
か
る
」
と
「
亡
く
な
る
」
の
関
係
と
併
せ
て
考
え
る
と
、
腕
曲
表
現
と
は
い
え
、
存
在
の
消
滅
を
示
す
「
亡
く
な
る
」
「
失



す
」
よ
り
も
、
目
に
見
え
な
い
が
他
所
に
い
る
と
い
う
意
味
の
「
(
身
)
ま
か
る
」
「
隠
る
」
の
方
が
、
よ
り
和
ら
げ
た
表
現
と
感
じ
ら
れ
た

の
か
も
し
れ
な
い
。

、
王(

1
)
 
歌
、
詞
書
等
の
引
用
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
(
C
D
l
R
O
M版
)
に
よ
る
。
各
作
品
の
伝
本
間
の
本
文
異
問
、
撰
集
資
料
と
の
異
同
に
つ
い
て
は
、

論
旨
の
都
合
上
、
考
察
外
と
し
た
。
な
お
、
引
用
に
際
し
て
、
読
み
易
さ
を
考
慮
し
て
、
仮
名
を
漢
字
に
改
め
た
り
、
逆
に
漢
字
を
仮
名
に

改
め
た
り
し
た
個
所
が
あ
る
。
引
用
個
所
に
適
宜
傍
線
を
施
し
た
。

ジ
ョ
ン
・
メ
イ
ナ

l

ド
・
ケ
イ
ン
ズ
の
こ
と
ば
。

ヲ
一
一
日
語
生
活
論
』
(
岩
波
書
店
、
一
九
七
六
年
)
。

も
ち
ろ
ん
、
こ
こ
で
理
論
的
な
問
題
を
発
展
さ
せ
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
勅
撰
集
と
は
政
治
的
産
物
な
の
で
あ
り
、
政
治
と
は
人
間
や

社
会
の
、
理
論
で
は
割
り
切
れ
な
い
混
沌
と
し
た
有
り
様
に
向
き
合
う
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
勅
撰
集
は
、
釈
教
歌
と
神
祇
歌
と
が
共
存

す
る
と
い
う
矛
盾
(
撰
者
た
ち
は
矛
盾
と
は
思
わ
な
か
っ
た
ろ
う
が
)
を
か
か
え
、
タ
一
ア
マ
エ
で
は
非
難
さ
れ
る
は
ず
の
不
倫
の
恋
の
歌
も

載
せ
る
、
「
清
濁
併
せ
呑
む
」
も
の
な
の
で
あ
る
。
身
も
蓋
も
な
い
結
論
だ
が
、
人
は
、
死
に
関
し
て
歌
を
詠
む
以
上
、
そ
れ
を
除
外
し
な
い

の
で
あ
る
。
少
々
賛
言
す
れ
ば
、
政
治
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
勅
撰
集
は
「
政
治
的
な
問
題
」
に
は
敏
感
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
朝
敵
は
「
よ

み
人
知
ら
ず
」
と
な
り
、
配
流
さ
れ
た
上
皇
の
歌
は
除
か
れ
、
武
家
へ
の
配
慮
は
欠
か
せ
な
い
、
な
ど
。

(
5
)
日
本
思
想
大
系
に
よ
る
。

(
6
)た
だ
し
、
注
釈
書
を
参
照
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
漢
字
の
読
み
方
に
は
違
い
が
あ
る
。
少
々
例
を
あ
げ
る
と
、

(
ア
)
中
西
進
氏
『
万
葉
集
全
訳
注
原
文
付
』
↓
「
崩
」
「
古
宛
」
は
「
か
む
あ
が
り
ま
す
」
、
「
卒
」
「
死
」
は
「
み
ま
か
る
」

(
イ
)
阿
蘇
瑞
枝
氏
『
寓
葉
集
全
歌
講
義
』
↓
「
崩
」
は
「
か
む
あ
が
り
ま
す
」
、
「
古
宛
」
は
「
こ
う
ず
」
、
「
卒
」
「
死
」
は
「
み
ま
か
る
」

(
ウ
)
伊
藤
博
氏
『
高
葉
集
稽
注
』
・
新
潮
古
典
集
成
・
小
学
館
新
編
古
典
全
集
↓
「
崩
」
は
「
か
む
あ
が
り
ま
す
」
、
「
古
宛
」
は
「
こ
う
ず
」
、
「
卒
」

は
「
み
ま
か
る
」
、
「
死
」
は
「
し
ぬ
」

(
エ
)
岩
波
新
古
典
大
系
↓
「
崩
」
は
「
ほ
う
じ
た
ま
ふ
」
、
「
亮
」
は
「
こ
う
ず
」
、
「
卒
」
は
「
し
ゆ
っ
す
」
、
「
死
」
は
「
し
す
」

(
2
)
 

(
3
)
 

(
4
)
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と
い
う
よ
う
に
、
ア
は
和
語
で
統
一
し
て
お
り
、
ま
た
、
ウ
、
エ
は
四
つ
そ
れ
ぞ
れ
に
異
な
る
読
み
を
つ
け
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
注
釈
者

の
方
針
が
う
か
が
わ
れ
る
が
、
四
つ
の
読
み
が
確
定
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

(
7
)明
治
書
院
、
一
九
八
六
年
。
こ
の
項
目
は
松
野
陽
一
氏
の
執
筆
。

(
8
)
渡
部
昇
一
氏
の
造
語
「
和
歌
の
前
の
平
等
」
に
よ
る
。
『
日
本
語
の
こ
こ
ろ
』
(
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
七
四
年
)
。

(
9
)小
稿
で
は
天
皇
・
皇
族
以
外
を
ま
と
め
て
「
臣
下
」
と
す
る
。
ゆ
え
に
庶
民
と
呼
び
う
る
人
も
「
臣
下
」
と
す
る
。
ま
た
、
詞
書
だ
け
で
は

身
分
等
は
不
明
で
あ
っ
て
も
、
明
ら
か
に
天
皇
・
皇
族
と
は
考
え
ら
れ
な
い
場
合
、
た
と
え
ば
、
「
あ
る
じ
身
ま
か
り
に
け
る
人
の
家
の
梅
花

を
見
て
よ
め
る
」
(
『
古
今
集
』
八
五
一
貫
之
)
の
「
あ
る
じ
」
な
ど
も
「
臣
下
」
と
み
な
し
て
い
る
。

(
ω
)小
稿
で
は
、
「
忌
み
」
「
思
ひ
」
な
ど
の
死
後
の
営
み
は
除
外
し
て
い
る
。

(
日
)
こ
の
歌
の
場
合
、
内
容
的
に
は
哀
傷
巻
に
入
る
の
が
ふ
さ
わ
し
い
が
、
長
歌
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
雑
体
巻
に
入
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

(
ロ
)
な
お
、
「
後
る
」
の
場
合
、
厳
密
に
言
え
ば
生
き
残
っ
た
側
が
主
語
で
あ
る
が
、
便
宜
上
、
「
j
に
後
る
」
の
「l
」
に
あ
た
る
死
者
を
主
語

と
み
な
し
た
。
以
下
同
様
。
な
お
、
こ
の
語
の
場
合
、
敬
意
は
「
1

に
後
れ
た
て
ま
つ
る
」
と
い
う
よ
う
に
謙
譲
語
を
添
え
る
こ
と
で
表
現

で
き
る
。
私
家
集
で
は
、
た
と
え
ば
、
『
敦
忠
集
』
に
「
醍
醐
の
帝
に
後
れ
た
て
ま
つ
り
て
」
(
九
)
と
あ
る
よ
う
に
、
天
皇
等
に
対
し
て
「
後

る
」
が
用
い
ら
れ
る
例
が
見
出
せ
る
。

(
日
)
『
金
葉
集
』
以
降
に
お
い
て
用
例
が
少
な
い
た
め
、
本
論
で
は
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
語
と
し
て
は
、
「
絶
え
入
り
失
す
」
「
限
り
に
見
ゆ
」
「
先
立
つ
」

「
入
滅
す
」
「
終
は
る
」
「
終
は
り
を
取
る
」
な
ど
が
あ
る
。
い
ず
れ
も
臣
下
に
対
す
る
語
で
あ
る
。

(
凶
)
以
下
の
記
述
は
二
度
本
に
よ
る
。

(
日
)
作
品
名
で
一
目
瞭
然
だ
が
、
『
続
古
今
集
』
仮
名
序
に
お
い
て
、
『
古
今
集
』
『
新
古
今
集
』
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

表
記
に
お
い
て
も
、
天
皇
の
歌
を
、
他
集
で
は
通
常
「
御
製
」
と
示
す
と
こ
ろ
を
、
『
続
古
今
集
』
で
は
「
御
歌
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
も
『
古

今
集
』
『
新
古
今
集
』
の
影
響
で
あ
ろ
う
。

(
凶
)
『
風
雅
集
」
仮
名
序
に
は
「
こ
れ
に
よ
り
て
元
久
の
昔
の
跡
を
尋
ね
」
と
あ
り
、
『
新
古
今
集
』
に
対
す
る
意
識
が
明
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

『
風
雅
集
』
で
も
、
天
皇
の
歌
を
「
御
製
」
で
は
な
く
「
御
歌
」
と
し
て
い
る
。

(
口
)
『
竹
取
物
語
』
『
伊
勢
物
語
』
『
大
和
物
語
』
『
騎
蛤
日
記
』
『
源
氏
物
語
』
「
夜
の
寝
覚
」
『
浜
松
中
納
言
物
語
』
『
狭
衣
物
語
』
な
ど
の
主
な
平

安
散
文
作
品
に
は
「
身
ま
か
る
」
の
例
は
な
い
。
中
世
後
期
以
降
に
な
る
と
、
へ
り
く
だ
る
意
味
が
感
じ
ら
れ
な
く
な
っ
た
の
か
、
「
身
ま
か
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り
給
ふ
」
と
い
う
表
現
が
散
見
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
(
擬
古
物
語
『
白
露
』
、
細
川
幽
斎
『
衆
妙
集
』
な
ど
)
。

(
時
)
近
代
に
お
い
て
も
「
あ
あ
、
あ
あ
、
天
子
様
も
と
う
と
う
御
か
く
れ
に
な
る
」
(
夏
目
激
石
『
こ
、
ろ
』
角
川
文
庫
)
の
よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る
。
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